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「学年通信」は、生徒の皆さんが読み終わった後、必ず保護者の方に渡してください 

祖父の逝去によせて 

学年主任 遠藤祐也 

 今年の６月に祖父が亡くなった。あと数年で１００歳という大往生だ。足腰が悪くなって介護施設

に入所していたものの認知機能は衰えておらず、３月に家族で会いに行った時にはまだまだ１５年は

大丈夫だねと冗談を言うほど元気だった。新型コロナ感染症に罹患した時も軽症で済み、元来丈夫な

祖父だったが、そうはいっても１００歳近くにもなればちょっとした風邪でも油断はできない。 

 徴兵は免れたものの軍需工場で働き、戦後は材木店で世界中を飛び回って木材を調達した祖父。詩

吟の師範でもあり、孫たちの結婚式では詩吟と演舞を披露してくれた。私の声が大きいのは祖父譲り

なのかもしれない。小さい頃は、声が大きくがっしりとした体格の祖父が少し怖かったが、３月に会

いに行った時に涙を流して孫たちとの再会を喜んでいた。祖父も泣くんだと思った。そして６月。棺

に入った祖父は私が思っていったよりもずっと小さく、軽かった。 

 祖父が亡くなり、これで私の祖父母は全員鬼籍に入った。親を亡くしている同級生もいる中で、こ

の歳まで祖父が健在だったのは幸せなことかもしれないが、いくつになっても祖父は祖父。悲しく、

寂しいものである。生徒のみんなもそうかもしれないが、親と祖父母はまるで違う。養育の責任があ

る親は、厳しいことや耳の痛いことを言わなければならないが、祖父母たちは掛け値なしで可愛がっ

てくれる。今死にたいとは思わないが、いずれあっちの世界に行ったら大好きなじいちゃんやばあち

ゃんがいるかと思うと、ちょっと楽しみだったりする。 

 ところで、葬儀の時に両親にとっての祖父母はどうだったのか、祖父母にとっての祖父母はどうだ

ったのかと考えていると、相田みつをの「自分の番 いのちのバトン」という詩を思い出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「過去無量のいのちのバトンを受けついで自分の番を生きている…」１００万人のうち誰かが欠けて

いたら、自分は存在しなかったと思うと、なんとも言えない不思議な気持ちになってくる。生きてい

れば楽しいことばかりではなく、同じくらい嫌なこと、辛いこともあるけれど、生かされているこの

命の巡り合わせを受け止めて自分の番を正しく生きていこうと思う。 

おじいちゃん、ありがとう。 



桃の手伝いをした話とAI の話                  ５組担任 八巻 文平 

私の実家は、静かなる桃農家だ。祖父も年老い、ついに手伝いをすることに決めた。祖父と祖母の

低い背に合わせ、桃の木の枝は手を届かせる高さに調整されている。その結果、何度も木の枝に頭を

ぶつけてしまった。畑は蜘蛛の巣で縛られていた。細い糸が風に揺れ、私の顔に触れる。私は蜘蛛た

ちの手際よい仕事に感心しながら、自然との共存の美しさを垣間見ることができた。深夜、桃の香り

が漂ってきた。それは美味しさを約束するような香りで、私を畑に引き寄せた。そこに現れたのは、

大きな熊だった。闇に包まれたその姿は荘厳で、私の存在など気にも留めず、桃を食べ、枝を破っ

た。これを通じて、食べ物の生産の厳しさを理解した。けれども、その農業の営みこそが、人間が生

存し成長していくための根幹であることを痛感する。私たちが日常的に享受する食物は、農業労働者

の手によって支えられている。その重要性は計り知れず、これからも変わらぬ存在であると感じる。 

さて、この文章を読んで、「こんなナルシストみたいな文章書いちゃってどうしちゃったの・・・」

と思った生徒もいるのではないだろうか。これは話題の ChatGPTに作文してもらったもので、生徒

のみなさんも使ったことがあるかもしれない。指定した条件（実際にあったことや文字数制限、ある

作家風に書いてくれ、といったもの）を入力したら、あっというまに文章を生成してくれた。できあ

がった文章を自分で読んでみるといろいろとツッコミどころがあり、例えば熊に桃を食べられたのは

事実なのだが熊の姿は実際には見ていないし、熊が出る深夜の畑になんて危険すぎて絶対行かないよ

と思ったが、それっぽい嘘みたいな話を勝手に作るところもなんとなく人間っぽさが感じられ、近年

の AI の進化には本当に驚かされる。 

今回 AIに文章を考えてもらったが、非常に楽ちんであった。きっと私が高校生だったらAI を駆使

して作文などの課題をやっつけちゃえと考えたことだろう。だが学校の課題は提出することが目的な

のではなく皆さんの成長させたい能力を向上させるのが目的なので、AIに課題をやってもらっても課

題の意味がなくなってしまう（きっと耳にタコができるくらい先生たちから聞いてますね笑）。だが一

方で研究や趣味、そういった場面で AIを活用することで将棋の藤井聡太さんのように能力の向上につ

なげることもできる。AI も使い方が大事である。さて、この先ますます高性能な AI が間違いなく登場

する。表には出てきていないけど、人間をはるかに超えた知識量と思考力を備え、自我を持つ AIが実

はもう存在しているかも。この先一般家庭用にも高性能 AI を積んだドラえもんみたいなロボットが登

場するだろうか。そしたらドラえもんと一緒に桃を収穫する日が来るかもしれない（ドラえもんに全

部桃をとってもらえば楽ちんだし、熊もやっつけてくれるかも！）。色々と想像が膨らんで、未来がと

ても楽しみである。 

９月の主な行事予定 

   ９月 １日（金） 学習強化週間（～６日） 

  ７日（木） 第２回定期試験（～１２日）  

13 日（水） 生徒休業日 

14 日（木） PM：答案返却    

15 日（金） 教育相談 

16 日（土）  土曜講座、SOW（山梨大学生命環境学部訪問） 

20 日（水）  登校時マナーアップ運動、①②答案返却・MHR、芸術鑑賞会（YCC 文化ホール） 

21 日（木） PM：運動会、保護者対象進路研修会（17:00～ ＠会議室） 

22 日（金） 運動会、第２回バイク通学者説明会（放） 

25 日（月） 第２回進路希望調査 

29 日（金） ▲カセット、納め式、新生徒会役員認証式・生徒会役員交代式 前期終業式、⑥カット 

30 日（土） 駿台記述模試 


